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水道水や環境水中に存在する微量有害物質の前処理において
固相抽出法は広く用いられており、逆相系と呼ばれる化学結合型シ
リカゲルや、ポリスチレン系のゲルを充填した固相抽出製品が使用され
ていることが多い。逆相系の固相は目的成分に対する選択性が低いた

め、環境水のサンプルを処理した場合、多くの夾雑成分も保持・溶出
され、測定に大きな障害となる場合があることから、クリーンアップ
を行う必要がある。『用水・排水中の農薬分析方法（JIS K 128）』や、
『水質汚濁に係る環境基準について（環境省告示第59号）』には、

シマジンとチオベンカルブに関してシリカゲルカラムクロマトもしく
はフロリジルカラムクロマトによるクリーンアップ方法が規定されて
いる。しかし、操作が煩雑なことから、クリーンアップ操作に関して、
簡便な固相抽出を用いたいという要望が強い。今回はクリーンア
ップ固相を用い、より簡易的な精製方法に関しての基礎的検討を
行うものとした。

目 的



測定条件

【測定】
・GC‐FID (GC‐323, GL Sciences社製)
・GC / MS (ISQ ，Thermo Fisher Scientific )
・Column InertCap 5MS/NP

(0.25mm I.D. x 30m df=0.25um)(GL Sciences 社製) 

シマジン チオベンカルブ

【対象成分】

【使用機器】
AQUATrace ASPE799 （GL Sciences社製）
AQUALoaderⅢ（GL Sciences社製）

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Simazine_Structural_Formulae_.V.1.svg


クリーンアップ操作検討
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クリーンアップ固相の検討

クリーンアップ用として検討した固相は以下の3種類とした。

ＩｎｅｒｔＳｅｐ Slim J SI (500mg, GL Sciences 製) シリカゲル
ＩｎｅｒｔＳｅｐ Slim J FL‐PR  (500mg, GL Sciences 製) フロリジル‐PR
ＩｎｅｒｔＳｅｐ Slim J PSA  (500mg, GL Sciences 製) エチレンジアミン‐N‐プロピル

1. 100％ヘキサン
2. エーテル/ヘキサン=35/65
3. アセトン/ヘキサン=5/95
4. 100%アセトン



PLS‐3のみによる回収結果

固相処理条件検討１法（PLS‐3 + SI）による回収結果

固相処理条件検討法（PLS‐3 + PSA）による回収結果

河川水添加回収結果 (n=5,基準値）

＊： ヘキサン洗浄5ｍＬ
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